
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことについて、北九州市教育委員会生徒指導課、文部科学省総合教育政策局男女共同参

画共生社会学習・安全課より連絡がありました。  

現在、新型コロナウイルス感染症対策から、比較的密を避けられる屋外の河川を利用する機会

が、例年に比べて増加することが考えられます。また、大型連休期間（ゴールデンウイーク）及び雨

の多くなる５月以降にかけて，河川水難事故が多発することが懸念され、全国的にも河川水難事

故が報道されています。 

つきましては、下記の内容について、ご家庭でも確認していただき、（右記及び裏面記載の資料

の河川安全利用に向けた普及啓発・学習ツール等活用）事故防止に努めるようお願いします。 

また、国土交通省では、河川愛護月間（７月１日～７月３１日）のうち、７月１日～７日を、「河川水

難事故防止週間」と位置付け、毎年、河川における水難事故防止に関する啓発を重点的に行って

いるところです。 

河川利用は基本的には自由使用であり、河川利用者が安全に河川を利用できるようにするため

には、行政からの情報提供等に加えて、河川利用者自らが水難事故の危険性に対する認識をもつ

とともに、河川利用者が安全に利用できるよう、地域に住む人々が身近な河川の状況を常日頃か

ら注視し、河川利用者の危険回避を促すような地域力の向上も望まれるところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 145号 
 
 
 
 
 
 

令和４年４月２１日（木）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

幼児児童生徒の河川水難事故防止について 

１ 河川で遊ぶときには 

○大人と一緒に行く。子どもだけでは遊びに行かない。 

○必要な道具（ライフジャケット・運動靴・ヘルメット等）を準備する。 

○行き先の天気を調べていく。大雨注意報・警報が出ている場所には行かない。 

○遊泳禁止区域等、危険箇所では決して遊ばない。 

２ 河川水難事故を防ぐには 

○河川が氾濫してからでは遅いので、早めに避難すること。 

○避難が遅れた時には、建物の高い場所に避難すること。 

○川の様子が急変する前兆（山鳴り・増水、水の濁り、流木・減水・腐った土や火薬のようなに

おい等）があれば、避難すること。※河川水難事故は毎年多発している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


